うこと は 出来ない と 云います。 日本で いう どんぐりの 

たぐいで あるら しく 思われる。 併し その 木に は 実に 見 

事な 大きい のが 沢山あって、 花 は 白と 薄紅との 二種 あ 

ります。 倫敦巿 中に も 無論に 多く 見られる のです が、 

わたしが 先ず 軽蔑の 眼 を 拭わせられ たの は、 キゥ • ガ— 

デン をたず ねた 時でした。 

五月 中旬から 倫敦も 急に 夏ら しくな つて、 日曜日の 

新聞 を 見る と、 ピカ デリ ー • サァ カスに ゆらめく 青い 

パラソルの 影、 チヤ— リング • クロスに 光る 白い 麦藁 

帽の 色、 口 ン ドン ももう 夏の シ— ズンに 入った と 云う 

ような 記事が みえました。 その 朝に 高 田 商会の T 君が 



わざわざ 誘いに 来て くれて、 きょうは キゥ • ガ— デン 

へ 案内して やろうと 云う。 早速に 支度 をして、 ベ— 

力— ス トリ ） ^の 停車場から 運ばれて ゆく と、 ガ— デ 

ンの 門前に ゆき 着いて、 先ず わたしの 眼 を ひいた の は、 

彼の ホ —ス. チェ スト ナットの 並木でした。 日本の 栗 

の 木の いたずらに ひょろひょろして いるのと は 違って、 

こん もりと 生い茂った 木 振と 云い、 葉の 色と いい、 そ 

れが 五月の 明るい 日の 光に かがやいて、 真昼の 風に 揺 

ら めいてい るの は、 いかにも 絵に でも ありそうな 姿で、 

私 はしば らく 立 停まつ てうつ かりと 眺めて いました。 

その 日 は 帰りに ハンプトン • コ —， ^へ も 案内され ま 



した。 コ— トに 接続して、 ブッシ 1-パ —クと 云う の 

があります。 この 公園で 更に 驚かされ たの は、 何百 年 

を 経た かと 思われる ような 栗の 大木が 大きな 輪 を 作つ 

て 列んで いる ことでした。 見れば 見る ほど 立派な もの 

で、 私 は その 青い 下 蔭に 小さく たたずんで、 再びう つ 

かりと 眺めて いました。 ハンプトン • コ— トに は楡の 

立派な 木 もあります が、 到底 この 栗の 林に は 及び ませ 

ん でした。 

あくる 日、 近所の 理髪店へ 行って、 きのう はキ ゥ- 

ガ— デン から ハンプトン • コ— トを 廻って 来たと いう 

話 をす ると、 亭主 は あの 立派な チェ スト ナット を 見て 



来た かと 云いました。 ここらで も その 栗の 木 は 名物に 

なって いると みえます。 その 以来、 わたし も 栗の 木に 

少 からぬ 注意 を 払うよう にな つ て、 公園へ 行つ て も、 

路 ばた を 歩いても、 色々 の 木立の なかで 先ず 栗の 木に 

眼 をつ ける ようになりました。 

それから 一週間 ほどた つて、 私 は 例の スト ラッド 

フォ— ド • オン • ァヴ オンに 沙 翁の 故郷 をたず ねる こ 

とに なりました。 そうして、 ここで ァ— ヴ イングが ス 

ケ ツチ ブックの 一 節 を 書いた とか 伝えられ ている レツ 

ド • ホ— ス • ホテルと 云う 宿屋に 泊まりました。 日の 

くれる 頃、 案内 者の M 君 o 君と 一所に ァヴ オンの 河の 



漕いで います。 M 君の 動議で 小船 を 一時間 借りる こと 

になって 栗の 木の下に ある 貸 船屋に 交渉す ると、 亭主 

はすぐ に 承知して、 そこに 繫ぃ である 一艘の 小船 を 貸 

して くれて、 河 下の 方へ あまり 遠く 行くな と 注意して 

くれました。 承知して、 三人 は 船に 乗り込み ましたが、 

私 は 漕ぐ こと を 知らないので、 櫂の 方は両 君に お任せ 

申して、 船の なかへ 仰向けに 寝転んで しまいました。 

もう 八 時 頃であろう かと 思われ ましたが、 英国の 夏の 

日 は なかなか 暮れ 切りません。 蒼白い 空に はう す 紅い 

雲が ところどころに 流れて います。 両 君の 櫂 も あまり 

上手で はない らしい のです が、 流れが 非常に 緩い ので、 



白い 花が 暗い なかに ほろほろと 落ちて いました。 

夜の 雨、 栗の 花、 蠟燭の 火、 ァ— ヴ イングの 宿った 

家 —— わたし は 日本 を 出発して から 曾て 経験した こと 

のない ような、 しんみり とした 安らかな 気分に なって、 

沙 翁の 故郷に この 一夜 を 明かしました。 明くる 朝起き 

てみ ると、 庭に は 栗の 花が 一面に 白く 散って いました。 

(大正 八 年 五月、 倫敦 にて) 
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